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そ
な
え

邦
彦

議
員（
自
由
）　
不

妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
公
的
医
療
保
険
の
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
拡
充
の

た
め
の
、
市
と
し

て
の
認
識
を
聞
き

た
い
。

市
長
　
定
期
予
防

接
種
及
び
任
意
予

防
接
種
と
も
に
、

市
民
の
健
康
を
保

持
す
る
上
で
有
効

髙
津

み
ど
り

議
員（
公
明
）　
国

は
令
和
４
年
３
月
に
、
成
年
後
見

制
度
を
よ
り
使
い
や
す
く
見
直
す

こ
と
を
柱
に
、
第
二
期
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
策
定

し
た
。
そ
こ
で
、
同
制
度
推
進
に

向
け
た
本
市
の
取
組
と
課
題
は
。

市
長
　
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
促
進
を
市
地
域
福
祉
計
画

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
後
見
人
の
申
立
て
の

遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　
市
民

か
ら
、
公
共
施
設
な
ど
の
男
性
用

ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
設
置
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
設

置
す
る
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
の

市
の
認
識
は
。
ま
た
、
先
進
自
治

体
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

総
務
管
理
部
長
　
前
立
腺
が
ん
や

膀
胱
が
ん
等
の
疾
病
や
加
齢
に
よ

り
、
日
常
的
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を

使
用
し
て
い
る
方
が
、
使
用
済
み

パ
ッ
ド
を
廃
棄
す
る
た
め
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
も
、
誰
も
が
安
心
し
て

ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
先
進
自
治
体
で
は
、
用
途
に
適

し
た
サ
イ
ズ
の
ボ
ッ
ク
ス
を
選
択

し
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ッ
ク
ス
本
体

に
目
的
や
用
途
を
掲
示
す
る
な
ど

の
周
知
・
工
夫
を
し
て
い
る
。

議
員
　
新
庁
舎
供
用
開
始
時
に
は
、

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
新
庁
舎
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
調
査
・
研
究
し
な
が
ら
、「
お

も
や
」
の
供
用
開
始
時
か
ら
設
置

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
適
用
範
囲
の

拡
大
以
前
は
、
不
妊
の
原
因
を
明

確
に
す
る
た
め
の
検
査
及
び
原
因

と
な
っ
て
い
る
疾
病
へ
の
治
療
の

み
が
対
象
で
あ
っ
た
。
４
年
４
月

以
降
は
、
人
工
授
精
等
の
一
般
不

妊
治
療
の
ほ
か
、
体
外
受
精
等
の

生
殖
補
助
医
療
な
ど
、
排
卵
か
ら

胚
移
植
ま
で
の
一
連
の
基
本
的
な

治
療
に
つ
い
て
、
全
て
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
不
妊
治
療
に
は
高
額
な
費

用
が
か
か
る
た
め
、
市
独
自
の
助

成
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
で
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
２
年
度
に
、

市
独
自
の
不
妊
治
療
助
成
の
導
入

を
検
討
し
て
い
た
が
、
同

時
期
に
、
国
か
ら
医
療
保

険
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す

る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た

た
め
、
実
施
を
見
送
っ
た

経
緯
が
あ
り
、
現
時
点
で

は
助
成
を
行
っ
て
い
な
い
。

他

市
と
し
て
高
齢
者
の
ス
マ

ホ
購
入
へ
の
補
助
は

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

接
種
率
向
上
の
取
組
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
周
知
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
特
に
重
症

化
の
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
へ
の

接
種
率
の
向
上
が
重
要
と
考
え
る

が
、
今
後
、
都
に
よ
り
接
種
無
償

化
へ
の
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
対
し
て
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
都
で
は
こ
れ
ま

で
の
助
成
額
に
加
え
、
自
己
負
担

支
援
等
に
努
め
て
い
る
。
一
方
、

制
度
や
各
取
組
の
周
知
が
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

議
員
　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
に
向
け
、
後
見
人
支
援
の
体
制

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
相
談
対
応
や
情
報

交
換
会
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
市
民
後
見
人
に
つ
い
て
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
成
年
後
見
人
監
督

人
を
務
め
、
専
門
的
な
知
見
を
補

完
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

他
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
の
支
援
拡
充

を

稲
津

憲
護

議
員
（
市
フ
ォ
）　
令
和

４
年
７
月
の
北
山
町
・
西
原
町
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
、

都
市
計
画
道
路
沿
道
の
用
途
地
域

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

と
聞
く
が
、
そ
の
内
容
は
。

都
市
整
備
部
長
　
用
途
地
域
は
、

現
状
の
住
環
境
を
変
え
な
い
た
め

に
変
更
し
な
い
方
が
良
い
と
い
う

意
見
が
あ
る
一
方
で
、
近
く
に
利

便
性
の
高
い
施
設
の
建
築
を
可
能

と
す
る
た
め
に
変
更
し
た
方
が
良

い
と
い
う
意
見
な
ど
が
あ
っ
た
。

議
員
　
市
は
、
当
該
地
区
の
地
域

課
題
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
都

増
山

あ
す
か

議
員（
市
政
）　
令

和
３
年
度
、
市
の
行
政
手
続
書
類

に
お
い
て
、
長
年
の
慣
習
で
あ
っ

た
押
印
が
廃
止
さ
れ
、
申
請
手
続

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
が
整
っ
た
。

４
年
４
月
に
は
外
部
人
材
を
雇
用

し
、
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
し

て
業
務
の
効
率
化
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

を
始
め
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す

る
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

行
政
改
革
担
当
参
事
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
等
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
通
じ
て
、
自
身
で
オ
ン
ラ
イ
ン

秋
山

と
し
ゆ
き

議
員（
市
政
）　

近
年
、
想
定
を
上
回
る
風
水
害
や

地
震
な
ど
の
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
が
、
災
害
時
の
児
童
・
生
徒
の

避
難
行
動
に
は
自
己
判
断
が
求
め

ら
れ
る
場
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
学
校
で
の
防
災
教
育
は
大

変
重
要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

教
育
長
　
様
々
な
危
険
か
ら
生
命

を
守
り
、
安
全
を
確
保
す
る
上
で

極
め
て
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
、
避
難
訓
練
等
の

取
組
を
一
層
充
実
し
、
ま
ず
自
分

の
命
を
守
り
、
次
に
身
近
な
人
を

助
け
、
更
に
は
地
域
に
貢
献
で
き

市
計
画
道
路
沿
道
の
用
途
地
域
を

含
め
た
全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
ま
ち
づ
く
り
誘

導
計
画
で
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
実
現
化
す
る
た
め
、
具
体

的
な
建
築
の
制
限
を
伴
う
地
区
計

画
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計

画
道
路
沿
道
の
用
途
地
域
に
つ
い

て
は
、
不
燃
化
を
高
め
、
防
災
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
燃
え
に
く

い
建
物
を
建
築
す
る
用
途
地
域
等

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

手
続
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

ほ
か
、
各
窓
口
に
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
員
を
配
置

す
る
等
、
利
便
性
を
享
受
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
。

議
員
　
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

推
進
へ
の
支
援
体
制
は
。

生
活
環
境
部
長
　
市
内
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ

化
の
取
組
状
況
に
大
き
な
差
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
、
む
さ
し
府
中
商
工
会
議

所
や
勤
労
者
福
祉
振
興
公
社
な
ど

と
連
携
し
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進
や
支
援

体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

る
児
童
・
生
徒
を
育
て
る
防
災
教

育
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
が
参
加
し
や
す
い

防
災
訓
練
と
し
て
、
防
災
運
動
会

の
提
案
が
大
学
生
か
ら
あ
っ
た
と

聞
く
が
、
今
後
も
学
生
と
連
携
し

た
防
災
施
策
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監
　
当
該
提
案
は
、
防

災
訓
練
の
実
施
方
法
を
検
討
す
る

上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
今
後

も
、
学
生
が
捉
え
る
課
題
や
新
た

な
発
想
等
を
本
市
の
防
災
施
策
に

反
映
し
て
い
け
る
よ
う
、
連
携
す

る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

不 妊 治 療 に つ い て
公的医療保険の適用範囲が拡大されたが
そ の 内 容 は

季 節 性 イン フ ル エ ン ザ
都 に よ る 補 助 制 度 が
設けられたと聞くが市の考えは

成 年 後 見 制 度

推進に向けての課題は

男性用トイレへのサニタリーボックス設置
そ の 目 的 と 意 義 に つ い て の
市 　　　の 　　　認 　　　識 　　　は

一 般 不 妊 治 療 の ほ か
排卵から胚移植までの
基本的な治療に適用される

市民が混乱なく接種できるよう
医 療 機 関 と 連 携 し
広報紙などでの周知を図っていく

制度や各取組の周知が

課 題と捉 えている

誰 も が 安 心 し て
トイレを使用できることは
大切なことと認識している

行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る

高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

学

校

で

の

防

災

教

育

は

大
変
重
要
と
思
う
が
市
の
考
え
は

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人

員

を

配

置

す

る

等

利
便
性
を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

様
々
な
危
険
か
ら
生
命
を
守
り

安

全

を

確

保

す

る

上

で

極
め
て
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
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な
く
接
種
で
き
る
制
度
を
設
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

市
民
が
混
乱
な
く
接
種
で
き
る
よ

う
医
療
機
関
と
連
携
し
、
広
報
紙

な
ど
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

北
山
町
・
西
原
町
地
区
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

具
体
的
な
建
築
の
制
限
を
伴
う

地
区
計
画
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が

必

要

と

考

え

て

い

る


